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季節によって、よく聴く音楽の傾向が違うようです。 

夏といえば日本ではボサノヴァのメロディをあちこちで耳にしま

す。私もボサノヴァをよく聴きますが、いいボサノヴァは（あるいは、

本物のボサノヴァは）夏聴いて涼しく、冬聴いて暖かいものです。 

蒸し暑い夏の盛りに、私はどうしても交響曲を聴く気になれません。

交響曲はぎっしりと隙間なく音で埋められているので、暑苦しく感じ

られるのでしょうか。 

でも、暑い日に熱い音楽を聴くのもまたいいものです。 

入道雲がもくもくと膨らみあがり、じっとしていても汗ばむような

真夏の午後、「待ってました」とばかりにかけるＣＤがあります。それ

は、ザ・オールマン・ブラザーズバンドが残したライヴアルバムや、

マイルス・デイヴィスが残したライヴアルバムです。ライヴというの

がポイントですね。ライヴアルバムにはミュージシャンの汗と息吹、

そして彼らが音楽に賭けた情熱とそれらを受けとめて熱狂する聴衆の

エネルギーが封じこめられています。 

今年の夏も、かなり暑い日がつづきました。私はいつもの夏と同じ

ようにマイルス・デイヴィスやザ・オールマン・ブラザーズバンドを

聴きながら、いつもの夏とは違った感慨を覚えました。 

「今年もこうして夏を迎えることができた」 

去年から今年にかけて、私はほぼ同年齢の友人をつづけて亡くしま

した。それで、生きていることのありがたみや日々の平凡な暮らしの

大切さをしみじみと感じるようになったのです。 

もちろん、東日本大震災の影響もあります。 

震災後、私は長いあいだ音楽を聴くことができませんでした。何を

聴いても雑音にしか聴こえなかったのです。一日たりとも音楽なしで

は生きていけない私にとって、これは大変ショックでした。 

いつものように音楽を聴けるようになるまで、一か月近く要しまし

た。そのとき、おそるおそるかけたＣＤはバッハの『ヨハネ受難曲』

でした。 

バッハを聴きながら、私は魂が浄化されるような感覚を味わいまし

た。音楽が与えてくれる深い慈悲に身を委ね、音楽に励まされました。

改めて音楽の持つ力を私は知ったように思いました。 

 

平成 23年 8月発行 

発行・岩手町立石神の丘美術館 

岩手県岩手郡岩手町五日市 

10-121-21 〒028-4307  

TEL 0195-62-1453   

FAX 0195-62-1477 

HPもご覧ください！ 

http://museum.ishigami-iwate.jp/ 

最新情報は blogでチェック！ 

芸術監督・斎藤 純のショートエッセイ   石神の丘から 27 

 

 

高橋行雄 《花と黒猫》 1999年 



にゃんこフェア 

開 催 中 
美術館で開催中の ｢好摩出身

猫の画家 高橋行雄展｣に関連

して、産直では可愛い猫ちゃん

グッズを沢山集めました！ 

★キーホルダー・ストラップ 

★おせんべい・サブレ 

★お皿・湯のみ・お箸 

★キッチンスポンジ など 

お買物は、 

道の駅石神の丘へ♪ 

   

 

  

    

   

   

 

 

 

   

  

  

    

 

 

 

 

   

 

  

 

 

美術館隣接 道の駅／レストラン「石神の丘」情報 

このコーナーのお問合せ・ご予約は  道の駅「石神の丘」 TEL0195-61-1600まで 

【次回の展覧会】 

藤藤
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  展展  
会    期：2011年 9月 17日（土）～11月 6日（日） 

開館時間：9:00～17:00（入場は 16:30 まで） *会期中無休* 

観覧料金：一般 300円／大･高生 200円／中学生以下無料 

復興支援 
特別コース料理 

３,５００円(税込) 

★食前酒ｏｒソフトドリンク★ほうれん

草のムースとサーモンのマリネ～トマト

ソース風味★うるいとねばり芋のビシ

ソワーズ風～コンソメゼリー添え★本

日のお魚のポアレと季節野菜のコンポ

ジション～バルサミコソース添え★や

まと豚のやわらかコートレットと黒内豆

腐のハンバーグ～粒マスタードソース

★季節のサラダ★パン or ライス★本

日の自家製タルトにシャーベット・フル

ーツを添えて★コーヒーor紅茶各種 

※上記のコース料理 3,500円(税込)から、

500円を東日本大震災の義援金として寄

付させていただきます。 

盛岡市玉山区好摩出身の高橋行雄さんは、こよなく愛する猫を描き続けてきま

した。 作品は、国内はもとより海外でも展示され、高く評価されています。今回、ふる

さと岩手で行う展示では、ドローイング、版画作品 91点をご紹介します。 

会    期：2011 年 7 月 30 日（土）～9 月 4 日（日） 

開館時間：9:00～17:00（入場は 16:30 まで） *会期中無休＊ 

観覧料金：一般 300 円／大・高生 200 円／中学生以下無料 

 

【関連展示】 

猫の写真 募集中 

展覧会会期中、ホールでは皆さんからお寄せ 

いただいた猫の写真をご紹介しています。 

２Ｌ判（127×178㎜）程度の写真を、美術館 

受付にご持参ください。（写真の返却はできません） 

高高
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9/4 (日) 10:00～ 

可愛らしい丸形リースを

作ってみませんか？ 

町内サークル・花ちゃ花

ちゃ工房の皆さんが、丁

寧に教えて下さいます 

◆場 所:石神の丘美術館 工房棟 

◆材料代:1,500円／定 員:15名(予約制/先着順) 

【申込･問合せ先】石神の丘美術館／TEL(0195)62-1453 

高橋行雄 《Paris・オーベルカンフの猫》 2009 年 


